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第３回定例会……………………………

令和６年度のお金の使い方は…………

６人の議員が町政をただす……………

特集ハラスメント疑惑調査特別委員会…

わたしたちのすっだいこと！…………
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※上記二次元コードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。

　９月２２日（月）秋晴れの恵まれ
た晴天の下、西川小学校５年生が
田植えから育てた黄金色に輝いた
学校田の稲刈りをしました。
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令和7年
第 3 回
定 例 会

コーポ睦合の外壁がコーポ睦合の外壁が
リニューアルされます!リニューアルされます!

議案番号 会　計 補正の主な内容 補正額 補正後の予算額

議第 43号 一般会計（第 2号）

・�ハラスメント疑惑調査特別委員会  
設置に伴う経費　　　198万円

１憶3615万円 ９２憶 2472万円

・�ハラスメント等第三者相談窓口の
設置や第三者調査委員会アンケー
ト業務等追加　　　　570万円

・�除雪車両の整備費や町道浦家西浦線
舗装補修工事の追加　1700万円

・�令和７年 3月28日に水沢地内
で発生した土砂災害復旧工事に伴
う負担金　　　　　　1392万円

・�フェリシア月山カヌー艇庫の雪庇処
理設備の設置、カヌー事業環境整
備事業費補助金、高校生等就学支
援金などの追加         4479万円

議第 44号 国民健康保険特別会計
補正予算（第 １号） 総務費　　  　　１５万円 １５万円 １憶8139万円

議第45号議第 45号
後期高齢者医療特別会計
補正予算（第 １号） 総務費　　　　 　３万円 ３万円 １憶847万円

議第46号議第 46号
介護保険特別会計補正予算

（第 １号）

総務費　　 　115万円
基金積立金　　552万円
諸支出金　　1912万円 

2579万円 ７憶8139万円

議案番号 件　名 議案の主な内容

同意第3号 西川町教育委員会委員の任命 大泉奈緒子さん（海味）が９月３０日をもって任
期満了となるので引き続き任命する。

議第41号
令和７年度山村留学等受入環境整備事業
（コーポ睦合外壁補修・屋外防水等第一期
工事）請負契約の締結

令和７年度コーポ睦合外壁補修・屋外防水
等第一期工事について、升川建設株式会社
と請負契約を締結する。

議第42号 地方公務員の育児休業等に関する一部改
正関係条例の設定

地方公務員の育児時間の多様化及び育児に係る
両立支援制度を利用しやすい勤務環境整備を図
るため。

議第47号
令和７年度西川中学校体育館空調設備設
置工事請負契約の締結

西川中学校体育館空調設備設置工事につ西川中学校体育館空調設備設置工事につ
いて、株式会社五百川屋商事と請負契約いて、株式会社五百川屋商事と請負契約
を締結する。を締結する。

議第48号議第 48号 財産（中村ポンプ庫小型動力ポンプ付普財産（中村ポンプ庫小型動力ポンプ付普
通積載車両）の購入通積載車両）の購入

小型動力ポンプ付普通積載車両（４ｔト小型動力ポンプ付普通積載車両（４ｔト
ラック）1 台を株式会社長谷川ポンプ製作ラック）1 台を株式会社長谷川ポンプ製作
所から購入する。所から購入する。

（万円単位表示にするため万円以下の端数を調整）

【令和7年度各会計補正予算】

【条例案等】

令和７年第３回定例会に提出された主な議案

　

第
３
回
定
例
会
が
９
月
３
日
か
ら
１８
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
人
事
案
件
や
一
般
議
案
・
条
例
案
・
補
正
予
算
な
ど
の
19
議
案
が
提
出

さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
10
件
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
各
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
本
誌
４
ペ
ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲コーポ睦合修復完成イメージ

エ
ア
コ
ン
設
置

西
川
中
学
校
の
ど
こ

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
ま
す
か
。

近
年
の
猛
暑
に
よ
る

熱
中
症
リ
ス
ク
の
軽

減
・
安
全
な
運
動
場
環
境

提
供
と
避
難
所
の
機
能
整

備
と
し
て
西
川
中
学
校
体

育
館
に
エ
ア
コ
ン
８
台
を

設
置
し
ま
す
。

消
防
積
載
車
更
新

中
村
ポ
ン
プ
庫
の
消

防
積
載
車
更
新
は
、

故
障
そ
れ
と
も
老
朽
化
に

よ
る
も
の
で
す
か
。
ま
た

代
車
な
ど
の
対
応
は
し
て

い
ま
す
か
。

老
朽
化
に
よ
る
更
新

で
４
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
を

ベ
ー
ス
に
、
後
部
ボ
デ
ィ

に
出
力
22
　

kw
以
上
の
小
型

ポ
ン
プ
を
積
載
し
、
箱
型

架
装
を
行
い
ま
す
。
代
車

対
応
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
定
例
会
に
お
け
る
主

な
議
案
の
詳
細
及
び
議
案

に
関
す
る
質
疑
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
に
注
目

コ
ー
ポ
睦
合
改
修

コ
ー
ポ
睦
合
の
工
事

は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
で
す
か
。

山
村
留
学
等
受
入
環

境
整
備
事
業
と
し
て
、

外
壁
補
修・塗
装・水
切
り

構
造
対
策
・
屋
上
防
水
工

事・階
段
手
す
り
設
置
の
コ

ー
ポ
睦
合
改
修
工
事
を
第

一
期
、第
二
期
に
分
け
て

実
施
し
ま
す
。財
源
は
新

し
い
地
方
経
済
・
生
活
環

境
創
生
交
付
金
、賃
貸
集

合
住
宅
管
理
基
金
で
す
。

答

カ
ヌ
ー
レ
ー
ン
維
持

月
山
湖
カ
ヌ
ー
レ
ー

ン
の
コ
ー
ス
ワ
イ

ヤ
ー
が
絡
ま
っ
て
使
え
な

く
な
っ
た
原
因
を
断
定
で

き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

補
修
・
撤
去
の
費
用
は
い

く
ら
で
し
た
か
。

原
因
は
特
定
で
な
い

と
の
報
告
で
、
今
回

の
よ
う
な
こ
と
を
招
か
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
、
こ

ま
め
な
撤
去
・
設
置
が
今

後
最
も
適
切
な
管
理
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

撤
去
費
用
は
3
3
0
万

円
で
す
。
補
修
に
2
0
0

8
万
1
千
円
、
再
設
置
費

用
は
、
別
途
計
上
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
1
0
0
0

m
レ
ー
ン
を
活
用
し
た
一

つ
の
大
会
誘
致
に
よ
り
2

0
0
0
万
円
以
上
の
経
済

効
果
で
あ
る
こ
と
を
ご
理

解
く
だ
さ
い
。

問

問

問 問

答

答答

ここに
注目 !

ここに
注目 !

ここに
注目 !
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国
庫
補
助
金

国
庫
補
助
金
の
「
豪

雪
地
帯
安
全
確
保
緊

急
対
策
交
付
金
」
５
７
４

万
円
は
、
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
ま
し
た
か
。

企
画
財
政
課

健
康
福
祉
課
で
実
施

し
て
い
ま
す
、
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
に
貸
し
出
す

除
雪
用
具
の
購
入
や
防
雪

対
策
の
計
画
を
立
て
る
事

業
を
行
う
た
め
の
補
助
金

で
す
。

花
火
大
会

に
し
か
わ
夏
ま
つ
り

花
火
大
会
は
、
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
活

用
し
て
開
催
し
ま
し
た
が
、

数
年
間
続
く
交
付
金
で
す

か
。

観
光
課
・
か
せ
ぐ
課

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
事
業
は
持
続
可

能
な
観
光
で
あ
り
、
あ
と

２
年
事
業
が
残
っ
て
い
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
の
花
火
大

会
は
交
付
金
と
協
賛
金
合

わ
せ
て
２
千
万
円
を
超
え

る
金
額
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
し
い
交
付

金
を
使
っ
て
実
施
し
ま
し

た
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
の
事
業
は
、
町

の
経
費
削
減
目
的
な
の
か

そ
れ
と
も
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
目
的
な
の
で
す
か
。

　

ま
た
委
託
手
数
料
の
支

払
い
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
ま
す
か
。

町
民
税
務
課

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
と
窓
口
業
務

軽
減
の
両
方
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。
住
民
票
２
６
１

件
、
印
鑑
証
明
２
０
４
件

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

手
数
料
は
コ
ン
ビ
ニ
に
支

払
う
の
で
は
な
く
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
（
ジ
ェ
イ
・
リ
ス
）
に

支
払
っ
て
い
ま
す
。

道
路
台
帳

国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付

金
３
千
万
円
を
活
用
し
て

道
路
台
帳
デ
ジ
タ
ル
化
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
が
メ

リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
。　

建
設
水
道
課

道
路
台
帳
は
国
か
ら

の
交
付
税
を
受
け
る
に
は

必
要
な
も
の
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
パ

ソ
コ
ン
で
図
面
が
書
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
建

築
確
認
が
容
易
に
な
っ
た

り
、
業
者
の
方
は
役
場
に

出
向
か
な
く
て
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
道
路
網
図
で
確

認
し
て
、
必
要
な
詳
細
図

を
請
求
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

協
力
隊
・
支
援
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
町
雇
用
が
11
人
で

外
部
委
託
が
７
人
で
す
。

　

ま
た
集
落
支
援
員
は
町

雇
用
が
17
人
で
外
部
委
託

が
９
人
い
ま
す
が
、
外
部

委
託
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

つ
な
ぐ
課

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

集
落
支
援
員
ど
ち
ら
の
事

業
も
、
活
動
す
る
方
の
活

動
内
容
が
合
致
し
て
い
る

こ
と
を
条
件
に
、
外
部
の

会
社
に
所
属
し
な
が
ら
で

も
協
力
隊
や
支
援
員
と
し

て
の
活
動
が
で
き
ま
す
。

　

特
別
交
付
税
の
枠
が
あ

り
、
協
力
隊
は
報
酬
３
２

０
万
円
、
活
動
費
２
０
０

万
円
、
支
援
員
は
専
任
型

４
８
５
万
円
、
兼
任
型
４０

万
円
が
上
限
で
す
。
町
雇

用
に
は
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
と
し
て
、
外
部

委
託
先
に
は
特
別
交
付
税

の
額
を
支
払
い
し
て
人
件

費
や
活
動
の
管
理
を
委
託

し
て
い
ま
す
。

カ
ヌ
ー
セ
ン
タ
ー

工
事
期
間
中
屋
根
か

ら
雪
庇
が
落
下
し
て

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
破
損
す
る

事
故
が
起
き
ま
し
た
。
設

計
を
依
頼
す
る
う
え
で
耐

雪
に
は
ど
ん
な
条
件
を
付

け
た
の
で
す
か
。　
　
　

　
　
　
　観

光
課
・
か
せ
ぐ
課

屋
根
の
上
の
積
雪
が

最
大
３．５
ｍ
に
耐
え
ら
れ
、

雪
下
ろ
し
を
し
な
い
で
春

を
迎
え
ら
れ
る
設
計
で
進

め
て
き
ま
し
た
。
雪
庇
の

落
下
は
想
定
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

建
物
が
で
き
た
ば
か

り
で
、
事
故
が
起
き

る
の
は
設
計
ミ
ス
か
と
思

う
の
で
す
が
、
事
故
の
時

点
で
業
者
へ
設
計
ミ
ス
を

指
摘
し
ま
し
た
か
。

設
計
と
建
設
両
業
者

と
の
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
る
中
で
、設
計
ミ
ス
を

問
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。設
計
時
点
で

は
、想
定
は
出
来
な
か
っ
た

と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
修
繕

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
修
繕

補
助
金
を
活
用
す
る

場
合
に
制
約
は
あ
り
ま
す

か
。

総
務
課

町
内
会
な
ど
が
す
で

に
設
置
し
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

防
犯
灯
の
修
繕
に
係
る
経

費
の
う
ち
、
器
具
一
式
の

費
用
や
取
り
換
え
工
事
費

用
が
対
象
に
な
る
事
業
で
、

令
和
６
年
度
は
一
件
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。
金
額

の
半
額
が
補
助
さ
れ
上
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
き
い
き
お
茶
の
み
会

い
き
い
き
お
茶
の
み

会
の
補
助
の
内
容
を

お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
国

や
県
か
ら
の
資
金
を
活
用

し
て
い
る
の
で
す
か
。

健
康
福
祉
課

サ
ロ
ン
の
新
規
立
ち

上
げ
に
は
初
年
度
１
０
０

万
円
、
次
年
度
５０
万
円
の

補
助
が
あ
り
ま
す
。
お
茶

の
み
会
を
開
催
し
た
月
に

は
１
万
円
の
活
動
補
助
が

あ
り
ま
す
。
町
が
Ｎ
Ｆ
Ｔ

や
視
察
料
で
積
み
立
て
た

高
齢
者
支
援
等
補
助
金
を

使
っ
て
い
ま
す
。

不
要
果
樹
伐
採
事
業

鳥
獣
被
害
対
策
事
業

費
補
助
金
の
中
に
不

要
果
樹
伐
採
事
業
が
あ
り

ま
す
が
、
実
績
は
ど
う
で

し
た
か
。

み
ど
り
共
創
課

街
中
に
熊
な
ど
が
入

り
込
ま
な
い
よ
う
に
、
住

宅
地
や
庭
先
の
不
要
に
な

っ
た
果
樹
を
伐
採
す
る
こ

と
に
補
助
金
が
出
ま
す
。

　

一
本
あ
た
り
２
万
円
の

補
助
が
あ
り
、
２
分
の
一

は
県
か
ら
の
負
担
で
す
。

令
和
６
年
度
は
５
本
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。

部
活
動
指
導
員

中
学
校
管
理
運
営
に

要
す
る
経
費
の
中
に

部
活
動
指
導
員
２
人
分
の

報
酬
が
あ
り
ま
す
が
、
活

動
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

す
か
。ま

な
ぶ
課

県
の
部
活
動
指
導
員

配
置
促
進
事
業
補
助
金
を

活
用
し
て
、
２
人
配
置
し

て
い
ま
す
。
年
間
１
人
あ

た
り
２
１
０
時
間
の
上
限

が
あ
り
、
一
日
あ
た
り
２

時
間
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　

　

勤
務
内
容
は
先
生
の
代

わ
り
に
部
活
動
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。

問問

問問

問問問

問問

問問

答答

答答

答答答

答答

答答

　令和６年度の各会計決算の認定は、決算特別委員会（議長
と議選監査委員を除く７名で構成）での審査に付託されました。
　決算特別委員会は、９月８日から４日間にわたり各課の決算
説明を受け、審査しました。その主な内容を紹介します。

令和令和６６年度の年度のお金お金のの使使いい方方はは

▲コンビニ交付

▲お茶のみ会（百歳体操）

▲花火大会

▲LED防犯灯

▲不要果樹

決算
特別委員会

【 各 課 説 明 】

令和６年度会計
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決算
特別委員会
【 審 議 ・ 採 決 】

令和６年度会計

高
齢
者
安
心
環
境
事
業

高
齢
者
安
心
環
境
事

業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
は

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施

し
た
事
業
で
あ
り
、
補
助

金
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
社
協
か
ら

の
提
案
が
あ
っ
て
実
施
し

た
事
業
な
の
で
し
ょ
う
か
。

町
か
ら
の
依
頼
で
実
行
し

た
事
業
な
の
で
す
か
。

健
康
福
祉
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
は
社
会

福
祉
協
議
会
が
行
う
と
い

う
こ
と
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
町
が
後
押
し
を
し
て

支
え
る
た
め
に
補
助
金
を

出
し
て
い
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

令
和
６
年
度
当
初
は

「
社
会
福
祉
協
議
会

へ
は
補
助
金
は
出
さ
な
い
。

人
件
費
は
集
落
支
援
員
の

形
で
助
成
す
る
」
と
の
説

明
で
し
た
。
そ
の
後
８
０

０
万
円
を
貸
付
し
た
と
の

説
明
で
し
た
。
決
算
書
で

は
９
０
０
万
円
の
補
助
金

を
計
上
し
、
執
行
は
２
６

８
万
円
で
し
た
。
予
算
に

対
し
て
３
割
程
だ
っ
た
の

は
ど
う
し
て
で
す
か
。

　
　

健
康
福
祉
課

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
運
営
補
助
金
は
補
正
予

算
で
いっ
た
ん
は
貸
付
金
で

計
上
し
ま
し
た
が
、社
協

と
の
話
し
合
い
の
上
で
補

助
金
に
組
み
か
え
た
も
の

で
す
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

町
へ
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
支
出

で
す
。

農
村
漁
村
振
興
交
付
金

農
村
漁
村
振
興
交
付

金
を
活
用
し
て
、
西

川
町
山
菜
王
国
推
進
協
議

会
に
令
和
４
年
度
よ
り
３

年
間
、
園
地
借
上
げ
な
ど

の
運
営
資
金
と
し
て
交
付

し
て
い
ま
し
た
が
、
６
年

度
で
終
了
し
た
後
、
借
用

し
た
園
地
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
予
算
は

ど
う
な
る
の
で
す
か
。

み
ど
り
共
創
課

令
和
６
年
度
で
農
村

漁
村
振
興
交
付
金
は
終
了

し
ま
し
た
が
、
山
菜
園
地

の
管
理
は
西
川
町
総
合
開

発
（
株
）
で
継
続
し
ま
す
。

３
年
間
で
収
益
化
が
可
能

な
の
か
実
証
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
令
和
７
年
度
農

村
漁
村
振
興
交
付
金
か
ら

の
支
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
育
て
支
援
住
宅

み
ど
り
団
地
は
照
明

器
具
や
エ
ア
コ
ン
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
家
賃

も
低
額
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

子
育
て
支
援
住
宅
を
み

ど
り
団
地
に
限
定
す
る
の

は
ど
う
し
て
で
す
か
。

建
設
水
道
課

み
ど
り
団
地
は
町
に

若
者
世
代
を
定
住
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
施
策

を
打
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
営
住
宅
・
ア
パ
ー
ト

を
建
設
す
る
時
に
は
設
置

条
例
を
設
け
て
建
設
し
て

い
ま
す
。
み
ど
り
団
地
は

以
前
に
設
置
し
た
団
地
と

違
い
、
若
者
が
入
居
す
る

こ
と
を
意
識
し
た
条
例
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
条
例
の
定
義
を

細
か
く
し
な
い
で
ま
と
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

集
落
支
援
員
外
部
委
託

集
落
支
援
員
の
外
部

委
託
先
を
選
ぶ
基
準

は
あ
る
の
で
す
か
。

つ
な
ぐ
課

デ
ザ
イ
ン
や
町
営
バ

ス
の
運
転
な
ど
、
役
場
職

員
に
ス
キ
ル
が
な
く
、
す

ぐ
に
実
行
で
き
な
い
事
業

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
益
性
が
あ
る

か
、
公
平
性
が
あ
る
か
を

も
と
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

特
定
業
界
に
対
し
て
調
整

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

要
望
の
あ
っ
た
先
と
個
別

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

国
か
ら
は
使
い
方
の
規

制
が
な
く
委
託
型
で
も
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
８
年
度
以
降
は
町
の
会

計
年
度
任
用
職
員
の
取
り

扱
い
で
行
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

堅実な財政運営維持堅実な財政運営維持 令和6年度
決 算 の
ポイント

　令和６年度の一般会計、特別会計、事業会計の10会計について、
決算特別委員会での審査を経て、９月18日の本会議で審議し、全
会計決算を認定しました。議会だよりでは、知っておくべき決算の
ポイントを紹介します。

町
の
財
政
状
況

①
一
般
会
計
歳
入

　

町
の
独
自
財
源
で
あ
る

町
税
は
、
個
人
住
民
税
は
、

令
和
６
年
度
に
実
施
さ
れ

た
定
額
減
税
の
影
響
で
収

入
額
が
減
少
し
、
法
人
町

民
税
は
、
企
業
の
業
績
に

改
善
が
見
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
増
加
し
ま
し
た
が
、

固
定
資
産
税
は
、
建
物
の

減
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出

金
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄

附
金
の
増
も
あ
り
、
前
年

度
を
上
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

①標準財政規模　34億4695万円
　一般財源の標準的な大きさを示す。
②財政力指数　0.22
　1に近いか超えるほど財政に余裕がある。
③経常収支比率　85.5％
　100％に近いほど自由に使えるお金が少ない。
④実質公債費比率　11.2％
　25％以内は健全な状態にあることを示す。
⑤将来負担比率　0％
　350％以内は健全な状態にあることを示す。
⑥基金残高合計　39億3860万円
　町の貯金。様 な々基金がある。

財政の指標などを確認
①町税全体で、2161万円の減少
　※個人町民税や固定資産税の減など
②地方交付税が2億 2749万円の増加
　※地域おこし協力隊や外部人材の増など
③国庫支出金が1億 3344万円の増加

①義務的経費が8372万円の増加
　※一般職員及び会計年度任用職員の増加など
②物件費が1億1077 万円の減少
　※タブレット端末配付事業の終了など
③普通建設事業費が2億4786万円の増加
　※ブレジャー対応型拠点づくり事業など

②
一
般
会
計
歳
出

　

歳
出
面
に
お
い
て
は
、

豪
雨
災
害
等
に
伴
う
災
害

復
旧
事
業
費
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
配
付
事
業
の
終
了

な
ど
に
よ
る
減
少
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ブ
レ
ジ
ャ
ー

対
応
型
拠
点
づ
く
り
事
業

や
月
山
湖
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ

ン
ト
競
技
場
施
設
整
備
事

業
の
増
加
に
よ
り
、
全
体

的
に
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
財
政
運
営

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
も
多
く
、
財
政

運
営
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
厳
し
い
状
況
が
続
く

も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税

に
つ
い
て
は
、
増
収
対
策

や
的
確
な
賦
課
、
徴
収
に

努
め
る
と
と
も
に
、
国
、

県
に
対
し
て
は
、
地
方
交

付
税
な
ど
安
定
的
な
財
政

運
営
に
必
要
な
財
源
が
確

保
で
き
る
よ
う
、
所
要
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強

く
働
き
か
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、今
後

も
高
齢
者
医
療
な
ど
社
会

保
障
費
や
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
対
策
、新
規
施

設
の
維
持
管
理
費
な
ど
が

見
込
ま
れ
る
ほ
か
、頻
発

す
る
自
然
災
害
の
復
旧
な

ど
、想
定
外
か
つ
突
発
的
な

支
出
を
要
す
る
事
態
が
考

え
ら
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、選
択
と
集
中
を

図
り
、事
務
事
業
に
関
す

る
点
検
や
公
共
施
設
等
の

適
正
な
管
理
な
ど
、行
政

経
費
の
節
減・効
率
化
に
一

層
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
協
議
会
等
を
活

用
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
予
算
、

決
算
及
び
事
業
内
容
が
明

確
に
な
る
よ
う
説
明
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

西
川
町
監
査
委
員

　
　
　
　

古
沢　

美
代
子

　
　
　
　

荒
木　

俊
夫

歳入総額86億2239万円

歳出総額80億8406万円

一
般
会
計
歳
入
の

ポ

イ

ン

ト

一
般
会
計
歳
出
の

ポ

イ

ン

ト

行
政
経
費
の
節
減
と
効
率
化
を

�

町
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
【
抜
粋
】

▲決算監査報告書の提出

　９月１６日、議場で決算特別委員会を開催し、令和
６年度の各会計決算の認定について、審議・採決を
行いました。
　その主な質疑の内容を紹介します。

▲わらび園
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６
人
の
一
般
質
問

６
人
の
一
般
質
問

佐
さ と う

藤　大
だい

 議員

佐
さ と う

藤　仁
ひとし

 議員

「
間
沢
の
菊
ま
つ
り
」
の
支
援
は

小
学
校
等
を
活
用
し
た
関
係
人
口
づ
く
り
は

町
有
施
設
の
耐
震
化

庁
舎
等
町
有
施
設
の

耐
震
化
の
現
状
を
お

聞
き
し
ま
す
。

一
次
避
難
所
も
含

め
町
有
施
設
は
、

２
３
９
か
所
あ
り
、
そ
の

う
ち
本
道
寺
地
区
集
会
セ

ン
タ
ー
が
耐
震
化
に
な
っ

て
い
な
い
。
今
後
地
元
と

の
対
話
が
必
要
で
す
が
、

同
セ
ン
タ
ー
の
代
替
避
難

所
と
し
て
、
月
岡
ふ
れ
あ

い
会
館
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

食
料・資
機
材
の
備
蓄

災
害
時
に
防
災
拠
点

と
な
る
施
設
の
食
料

を
は
じ
め
、
資
機
材
（
ベ

ッ
ド
や
ト
イ
レ
・
間
仕
切

り
）
等
の
整
備
状
況
を
お

聞
き
し
ま
す
。

指
定
避
難
所
に
お

け
る
乾
燥
米
な
ど

の
備
蓄
品
の
他
に
、
あ
い

べ
等
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
1
4

0
0
食
・
シ
チ
ュー
3
2
0

保
育
園・小
学
校
留
学

保
育
園
留
学
・
小
学

校
留
学
の
現
状
と
、

方
向
性
を
お
聞
き
し
ま
す
。

西
川
保
育
園
の
強
み

は
、手
づ
く
り
の
温
か

い
給
食
、広
い
遊
び
場
、先

生
方
の
き
め
細
や
か
な
対

応
や
気
遣
い
な
ど
が
上
げ

ら
れ
ま
す
。今
年
度
は
４

か
月
で
11
家
族
15
人
の
利

用
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、町
民
と
交
流

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し

他
地
域
と
の
差
別
化
を
図

り
ま
す
。

　

小
学
校
留
学
は
７
月
か

ら
３
家
族
４
人
が
体
験
し

間
沢
の
菊
ま
つ
り

（
西
川
の
菊
ま
つ
り
）

の
支
援
を
再
開
し
た
の
は

な
ぜ
で
す
か
。ま
た
支
援

の
内
容
は
何
で
す
か
。

実
行
委
員
会
と
の
対

話
を
通
し
て
、会
場

場
所・財
源
確
保・役
割
分

担
が
整
理
さ
れ
、ま
た
国
の

交
付
金
が
採
択
さ
れ
た
こ

0
食
や
エ
ア
ー
ベ
ッ
ド
５０

個
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

６２
個
や
間
仕
切
り
４５
個
の

備
蓄
が
あ
り
、
ウ
イ
ン
グ

カ
ー
一
台
と
ト
イ
レ
カ
ー

二
台
を
購
入
予
定
で
す
。

非
構
造
部
材
の
耐
震
化

天
井
や
外
壁
・
窓
ガ

ラ
ス
な
ど
の
非
構
造

部
材
の
耐
震
対
策
の
現
状

を
お
聞
き
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
役
場
や

学
校
な
ど
、
特
に
病

院
に
お
い
て
必
要
性
を
認

識
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
具
体
的
な
対
策
を
講
じ

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

て
い
ま
す
。今
年
度
か
ら
の

事
業
で
す
が
、利
用
者
か
ら

の
声
を
大
切
に
し
て
関
係

人
口
の
創
出
に
結
び
つ
け
て

い
き
ま
す
。　

　
　遊

具
付
き
公
園
整
備

子
育
て
世
代
が
安
心

し
て
遊
べ
る
遊
具
付

き
公
園
の
整
備
を
検
討
し

て
い
ま
す
か
。

西
川
小
学
校
敷
地
内

の
既
存
の
施
設
を
活

か
し
、必
要
な
遊
具
の
整

備
を
追
加
し
た
う
え
で
、

公
園
と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
予
算
化
し
て
い
き

ま
す
。

と
に
よ
り
、持
続
可
能
な

菊
ま
つ
り
の
開
催
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
る
町
民
体
育

館
東
側
に
電
動
リ
モ
コ
ン

式
屋
根
テ
ン
ト
を
設
置
し

ま
す
。大
臣
表
彰
の
手
続

き
作
業
を
行
い
ま
す
。ま

た
金
銭
面
で
の
支
援
も
考

え
て
い
ま
す
。

問問

問問

問

問

答答

答答

答

答

質問事項（発言順）

一般質問
佐藤　　大　議員…………………………………P９
１　小学校等を活用した関係人口づくりについて

２　「間沢の菊まつり」の支援について

佐藤　　仁　議員…………………………………P９
１　西川町国土強靭化地域計画の現状について

荒木　俊夫　議員…………………………………P10
１　町立病院の運営と健診について

飯野　幹夫　議員…………………………………P10
１　道の駅にしかわ改修工事計画について

２　町営造林事業の伐採について

佐藤　光康　議員…………………………………P11
１　令和５年度のAI チャット介護予防サービス開発
　　事業について

２　町の高齢者福祉政策について

大泉　奈美　議員…………………………………P11
１　公民館、町内会、区などが管理する集会施設の
　　維持について

２　子ども達のスポーツ環境の充実を

６
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ

の
課
題
等
に
つ
い
て
町
の
考

え
方
や
疑
問
を
た
だ
す
の
が

一
般
質
問
で
す
。

　

今
回
の
第
３
回
定
例
会
で

は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま

し
た
。
質
問
と
答
弁
の
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

そ
こ
が
聞
き
た
い

そ
こ
が
聞
き
た
い

※�第３回定例会の傍聴者は延べ13人で、議会中継でご覧いただいた皆さん、
　ありがとうございました！　

西
川
町
国
土
強
靭
化
計
画
の
現
状
は
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６
人
の
一
般
質
問

６
人
の
一
般
質
問

町
営
造
林
の
活
用

今
年
度
、睦
合
地
内
の

町
営
造
林
地
の
皆
伐

再
造
林
事
業
を
行
っ
た
が
、

町
営
造
林
4
9
0.
6
ha

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
か
。

山
形
県
森
林
施
業
支

援
事
業
補
助
金
を
活

用
し
て
昭
和
35
年
に
植
栽

し
た
1.4 

ha
で
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
各
地
区
と
伐

期
を
迎
え
た
町
営
造
林
の

場
所
や
路
網
状
況
な
ど
を

確
認
し
、
優
先
順
位
な
ど

を
決
定
し
て
、
各
地
区
と

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

健
診
の
状
況

町
の
健
康
診
査
の
受

診
率
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

町
の
県
内
で
の
受
診

率
は
、
国
民
健
康
保

険
で
２
位
、
後
期
高
齢
者

保
険
で
１
位
で
す
。
町
立

病
院
で
の
受
診
者
数
は
、

国
保
で
６
割
、
後
期
高
齢

で
８
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
立
病
院
で
の
健
診

町
立
病
院
の
健
診
の

特
徴
は
あ
り
ま
す
か
。

希
望
し
た
日
に
短
時

間
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
負
担
も
低

額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
の
見
直
し

３
月
末
に
水
沢
ト
ン

ネ
ル
付
近
で
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
、
高
速
道
路

が
通
行
止
め
と
な
り
ま
し

た
。
建
設
予
定
の
ビ
ー
ル

醸
造
所
の
計
画
見
直
し
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
年
度
、
新
庄
河
川

事
務
所
が
用
地
調
査

を
行
い
、
砂
防
堰
堤
工
事

開
始
予
定
。
令
和
８
年
以

降
の
拠
点
整
備
は
、
安
全

面
を
考
慮
し
、
施
設
新
築

か
ら
既
存
施
設
の
模
様
替

え
に
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
整
備
は
今

年
実
施
し
ま
す
。

西
村
山
の
新
病
院

河
北
・
寒
河
江
両
病

院
の
統
合
に
よ
る
新

病
院
へ
の
参
画
と
、
町
立

病
院
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
ま
す
か
。

現
時
点
で
新
病
院
へ

の
参
画
は
決
め
て
い

ま
せ
ん
。
現
在
の
町
立
病

院
を
存
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
町

立
病
院
の
経
営
状
況
を
見

な
が
ら
必
要
が
あ
れ
ば
新

病
院
へ
の
参
画
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問問

問

問

問

答答

答

飯
い い の

野　幹
み き お

夫 議員

荒
あ ら き

木　俊
と し お

夫 議員

答

答

佐
さ と う

藤　光
みつやす

康 議員

大
おおいずみ

泉　奈
な み

美 議員

町
立
病
院
の
運
営
と
町
の
健
診
は

町
の
高
齢
者
福
祉
政
策
は

子
ど
も
達
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を

集
会
施
設
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
対
策
は

道
の
駅
に
し
か
わ
の
改
修
工
事
計
画
は

事
業
の
目
的

こ
の
事
業
の
目
的
は

何
で
す
か
。

国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付

金
を
使
い
、
各
世
帯
に
タ

集
会
施
設
の
長
寿
命
化

人
口
減
少
と
高
齢
化

で
各
地
区
で
は
修
繕

費
の
徴
収
な
ど
が
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
行
制
度
で
は
町
の
補
助

率
は
２
分
の
１
と
な
っ
て

い
ま
す
。
補
助
率
を
上
げ

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

人
材
不
足

町
は
、
町
内
介
護
事

業
所
の
人
材
不
足
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

ま
す
か
。

町
内
介
護
事
業
所
で

は
、
若
い
新
規
職
員

の
採
用
ま
た
は
定
年
退
職

者
の
継
続
的
な
雇
用
、
中

途
採
用
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
外
部

委
託
を
導
入
し
な
が
ら
サ

ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
確
保

に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

部
活
動
地
域
移
行

ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
保

護
者
、
学
校
関
係
者

と
の
対
話
会
の
進
捗
状
況

と
方
向
性
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

令
和
４
年
度
か
ら
一

般
町
民
、
保
護
者
、

指
導
者
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会

と
の
対
話
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
令
和
７
年
度
は
各

部
ご
と
に
対
話
を
行
い
、

実
情
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

予
算
化
に
向
け
て
整
理
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を

開
発
し
て
運
動
習
慣
を
身

に
付
け
る
こ
と
で
、
高
齢

者
の
健
康
寿
命
を
伸
ば
す

事
業
で
す
。

長
寿
命
化
に
な
り
ま

す
と
補
助
要
綱
の
抜

本
的
な
改
正
を
要
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
時
間

を
か
け
て
も
地
元
負
担
に

つ
い
て
地
域
と
協
議
し
て

適
切
な
補
助
の
あ
り
方
を

取
り
ま
と
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
購
入
支
援

熱
中
症
対
策
と
し
て
、

町
は
、
高
齢
者
世
帯

の
エ
ア
コ
ン
購
入
費
の
支

援
を
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

高
齢
者
支
援
と
し
て
、

ま
ず
は
個
別
支
援
で

は
な
く
、
多
く
集
ま
る
公

民
館
、
集
会
所
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
支
援

西
村
山
地
域
で
合
同

チ
ー
ム
か
ら
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
に
移
行
し
た
場
合

の
町
の
支
援
は
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。

ク
ラ
ブ
化
は
今
の
と

こ
ろ
流
動
的
で
不
透

明
な
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま

す
。
進
捗
状
況
を
ふ
ま
え

各
競
技
の
バ
ラ
ン
ス
を
み

な
が
ら
で
き
る
だ
け
前
向

き
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問

問

問

問

問

問

答答

答

答

答 答

令
和
５
年
度
A
I
チ
ャ
ッ
ト
介
護

　
　
　
　

予
防
サ
ー
ビ
ス
開
発
事
業
は

▲ビール工場
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ハラスメント疑惑調査特別委員会に対する町民からのご意見は、
下記の議会事務局メールで承ります。

gij i@town.nishikawa.yamagata.jp
連絡先

❷
39％

❶
56％

❶
24％

❺
23％

❷
60％

❶
40％

❷
76％

❶
24％

❹
21％

❶
64％

❷
21％

❸
12％

❷
26％

❸
15％

❹
19％❻12％

❸10％

❶ 3％
❺ 3％ ❽ 3％

❼11％

❸ 2％
❻ 1％
❾ 1％

❹ 3％

❹ 3％

�10％

❼ 8％

� 5％
❷ 3％
❽ 3％

ハラスメント疑惑 調査特別委員会報告ハラスメント疑惑 調査特別委員会報告特 集

7月 24日	 第 4回ハラスメント疑惑調査特別委員会
　　　　　　弁護士の推薦依頼状況確認、アンケート印刷・宛名記入、発送作業
7月 30日	 第 5回ハラスメント疑惑調査特別委員会
　　　　　　アンケート集約
8月 1 日	 第 6回ハラスメント疑惑調査特別委員会	
　　　　　　アンケート集約
8月 22日    第 7回ハラスメント疑惑調査特別委員会	
　　　　　　アンケート集約、今後の進め方協議	
9月 18日	 第３回西川町議会定例会
　　　　　　ハラスメント疑惑調査特別委員会 補正予算可決	
9月 19日	 第 8回ハラスメント疑惑調査特別委員会	
　　　　　　弁護士面談・打合せ	
9月 20日	 第 9回ハラスメント疑惑調査特別委員会
　　　　　　証人尋問　7人 ( 内 2人は公開 )	 	 	
9 月 24日	 第 10回ハラスメント疑惑調査特別委員会
　　　　　　証人尋問　5人 ( 非公開 )	 	
10月10日　 第 11回ハラスメント疑惑調査特別委員会
　　　　　　証人尋問

　西川町職員（会計年度任用職員・退職者含む）304人に対してアンケート調査
を行い、219人から回答いただきました。所属職員の内訳は、現職員110人・会計
年度任用職員71人・元職員25人（13人は所属内訳未記載）です。回答から多くの
職員が悩みを抱えていることが分かりました。引き続き証人尋問を行い実態解明
し、内容を精査していきます。
                                                    　　　　　　　　委員長　佐藤　耕二

経過

ハラスメントを受けてどのような行動をしましたか。（複数回答可） 回答数 割合
1 家族に相談した 24 24％
2 人事等の職場内の担当部署（相談窓口を除く）に相談した 3 3％
3 職場内の相談窓口に相談した 2 2％
4 職場内の同僚に相談した 21 21％
5 職場内の上司に相談した 23 23％
6 労働組合に相談した 1 1％
7 職場とは関係のない医師やカウンセラーなど専門家に相談した 8 8％
8 弁護士に相談した 3 3％
9 公的な機関に相談した（労働基準監督署や都道府県労働局など） 1 1％

10 しばらく職場を休んだ 5 5％
11 何もしなかった 10 10％

合　　　　　　　　　計 101 100％

誰からハラスメントを受けましたか。（複数回答可） 回答数 割合
1 町長・副町長・教育長から 35 56％
2 課長・課長補佐から 16 26％
3 係長・主任から 9 15％
4 役場内の同僚から 2 3％

合　　　　　　　　　計 62 100％

見たり相談を受けたハラスメントは誰が行ったものかですか。 回答数 割合
1 町長・副町長・教育長から部下へ 64 64％
2 課長・課長補佐から同僚へ　 21 21％
3 係長・主任から同僚へ　 12 12％
4 役場内の同僚から 3 3％

合　　　　　　　　　計 100 100％

ハラスメントを受けているのを見たり、他人から相談を受けたりしたか。 回答数 割合
1 ハラスメントを見たり相談を受けたことがある　 84 40%
2 ハラスメントを見たり相談を受けたことはない　 125 60%

合　　　　　　　　　計 209 100％

あなたは役場内で、3 年間以内にハラスメントを受けましたか。 回答数 割合
1 自身がハラスメントを受けたことがある 50 24%
2 ハラスメントを受けたことはない 155 76%

合　　　　　　　　　計 205 100％

主なアンケートの集計
委員長報告

あなたはどんなハラスメントを受けましたか。（複数回答可） 回答数 割合
1 暴行・傷害 ( 身体的な攻撃 ) 3 3％
2 脅迫・名誉毀損・侮辱・ひどい暴言 ( 精神的な攻撃 ) 35 39％
3 隔離・仲間外し・無視 ( 人間関係からの切り離し ) 9 10％

4 業務上明らかに不要なこと、遂行不可能なことの強制、仕事の妨害 ( 過大
な要求 ) 17 19％

5 業務上の合理性なく、能力経験とかけ離れた程度の低い仕事を命じる仕事
を与えない ( 過小な要求 ) 3 3％

6 業務上の合理性なく、時間外・休日出勤を要求・命じること 11 12％
7 私的なことに過度に立ち入ること ( 個の侵害 ) 10 11％
8 一方的な配置転換を命じられた 3 3％

合　　　　　　　　　計 91 100％
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花
シ
リ
ー
ズ
②
桜
。
村

松
公
園
に
は
希
少
品
種
の

穂
先
彼
岸
八
重
桜
な
ど

3
0
0
0
本
あ
り
、
八
重

桜
か
ら
抽
出
し
た
細
抱
水

を
練
り
こ
ん
だ
商
品
開
発

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

五
泉
市

■
花
で
交
流
人
口
拡
大

　

五
泉
市
で
は
交
流
人
口

拡
大
の
た
め
「
五
泉
四
華

花
の
リ
レ
ー
」
と
呼
ば
れ

主
要
観
光
政
策
と
し
て
い

ま
す
。

　

花
シ
リ
ー
ズ
①
水
芭
蕉
。

面
積
2.1 

㌶
に
約
３
万
株
が

水
芭
蕉
公
園
に
あ
り
ま
す
。

　

花
シ
リ
ー
ズ
③
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

祭
り
は
今
年
で
３８
回
目
で
、

面
積
3
㌶
、
1
5
0
万
本
、

22
品
種
が
あ
り
、
花
の
回

廊
「
リ
デ
フ
ル
」
は
全
長

30
ｍ
、
高
さ
2.4
ｍ
、
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
2.4
万
本
が
セ
ッ

ト
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
は
商
店
街

等
で
2.3
万
本
、
1
5
0
0

鉢
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

　

花
シ
リ
ー
ズ
④
ぼ
た

ん
・
し
ゃ
く
や
く
。
花
木

ま
つ
り
は
今
年
で
36
回
目
。

展
示
園
に
は
1
2
0
品
種
、

5
0
0
0
株
が
植
樹
さ
れ
、

入
込
客
数
は
約
6.7
万
人
で

す
。

　

そ
の
他
、
ユ
リ
2.7
万
本
、

ひ
ま
わ
り
5.7
万
本
を
出
荷

し
て
い
ま
す
。
力
を
入
れ

て
い
る
農
産
物
と
し
て
さ

と
い
も
が
あ
り
、
米
の
減

反
政
策
で
転
作
品
目
と
し

て
導
入
、
平
成
元
年
に

「
き
ぬ
乙
女
」
と
命
名
し

ブ
ラ
ン
ド
化
し
ま
し
た
。

平
成
2
年
に
大
嘗
祭
に
供

え
ら
れ
全
国
的
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

  

視
察
を
終
え
て

　

今
回
の
視
察
研
修
を
通

し
て
地
域
の
特
徴
を
生
か

し
、
ま
た
、
伝
統
を
守
り

つ
つ
時
代
に
合
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
、
住
民
と
行
政

が
一
緒
に
な
り
、
し
か
も

自
然
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
大
き
な
ち
か
ら

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

西
川
町
の
課
題
や
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

参
考
に
な
っ
た
研
修
で
し

た
。

議会の動き議会の動き

議会の傍聴にお越しください
議場で行う本会議や特別
委員会はインターネット
で中継しているほか、過
去の映像を視聴すること
もできます。ぜひご覧く
ださい。

次回定例会は
12月です

面倒な手続きは
何もありません。
ぜひお気軽に！

（12月3日からの予定）

議会全員協議会
■９月3日　  令和６年度決算に基づく健全化判断
　　　　　　　   比率及び資金不足比率ほか

議会運営委員会
■８月26日　令和７年第３回定例会の運営
■９月５日　  令和７年第３回定例会の協議

総務厚生常任委員会
■８月５～７日　常任委員会合同視察研修
■９月９日     行政評価ヒアリング
■９月30日  行政評価項目検討

産業建設常任委員会
■８月５～７日　常任委員会合同視察研修
■９月9日     行政評価ヒアリング
■９月30日  行政評価項目検討

広報公聴常任委員会
■７月15日　山形県町村議会議長会広報研修
■８月28～29日
                    全国町村議会議長会広報研修
■９月９日    議会だより134号編集会議
■９月19日  入稿前編集会議
■９月24日  第１回校正
■９月26日  第２回校正
■１０月1日  第３回校正
■１０月7日  第４回校正、校了

決算特別委員会
■９月３日    審査日程等の確認
■９月８日    決算説明、質疑
               (特別・企業・一般会計)
■９月10日  決算説明、質疑(一般会計)
■９月11日  決算説明、質疑(一般会計)
■９月12日  決算説明、質疑(一般会計)
■９月12日  付託案件の審議

　

今
回
の
行
政
視
察
研
修
で
は
、
８
月
５
日
か
ら
７
日
に

か
け
て
新
潟
県
の
一
市
二
町
一
村
一
団
体
を
訪
問
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
視
察
先
で
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ
の
熱
心
な
取
り

組
み
を
伺
い
ま
し
た
。
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
、
官
民
連
携
な
ど
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点

を
学
び
得
た
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

■
子
育
て
の
取
組
み

　

令
和
元
年
～
5
年
ま
で

転
入
者
が
転
出
者
よ
り
増

加
し
ま
し
た
。
「
子
ど
も

計
画
」
（
妊
娠
期
～
大
学

生
）
を
作
成
し
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
祝
い
金
等
の

支
給
（
妊
娠
祝
い
、
出
産

祝
い
、
高
校
・
大
学
へ
の

通
学
支
援
、
住
宅
支
援

等
）
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

近
隣
市
町
で
も
同
様
の
取

組
み
が
行
わ
れ
る
と
転
入

増
で
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

財
政
的
支
援
も
必
要
で

す
が
、
相
談
窓
口
な
ど
の

住
民
に
寄
り
添
っ
た
支
援

体
制
が
重
要
で
あ
り
、
当

町
で
も
対
策
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

湯
沢
町

■
部
活
動
の
地
域
移
行

　

平
成
26
年
か
ら
小
中
一

貫
校
「
湯
沢
学
園
」
を
運

営
し
て
い
ま
す
。
部
活
動

の
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、

「
湯
沢
町
部
活
動
の
地
域

移
行
推
進
計
画
」
に
よ
り
、

令
和
8
年
度
か
ら
部
活
動

は
行
わ
ず
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ユ
ー

ス
ポ
」
主
体
の
活
動
へ
移

行
予
定
で
す
。
保
護
者
負

担
は
、
月
2
千
円
程
度
を

予
定
し
、
送
迎
は
保
護
者

負
担
だ
が
送
迎
バ
ス
で
の

減
免
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
ま
す
。
活
動
は
、

勝
利
主
義
で
な
く
人
間
育

成
の
体
制
に
し
て
い
く
予

定
で
あ
り
ま
す
。

　

当
町
で
も
生
徒
や
保
護

者
と
の
対
話
と
実
施
体
制

の
検
討
を
急
ぐ
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

県
の
教
育
方
針
に
も
と

づ
き
1
年
生
か
ら
9
年
生

（
中
3
）
ま
で
一
貫
し
て

指
導
し
て
お
り
、
年
間
の

時
数
は
3
～
6
時
間
で
す
。

校
区
が
広
い
の
で
自
主
防

災
組
織
等
と
の
連
携
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
ど

も
園
や
湯
沢
学
園
合
同
の

子
ど
も
の
引
渡
し
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
教
育
は
、
子
ど
も

期
か
ら
計
画
的
に
実
施
し

て
行
く
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。

■
指
定
管
理
者
に
よ
る
地  

　

域
医
療
の
取
組
み

　

昭
和
32
年
に
国
保
診
療

所
と
し
て
開
設
し
ま
し
た

が
、
町
民
の
医
療
を
守
る

た
め
に
平
成
14
年
に
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
（
病
院
）

を
開
設
し
ま
し
た
。
病
院

の
診
療
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
40
床
、
介
護
医
療
院
40

床
、
6
診
療
科
（
内
科
、

小
児
科
、
外
科
、整
形
外

科
、
眼
科
、
歯
科
）
で
す
。

病
床
利
用
率
は
地
域
包
括

ケ
ア
50
．5
％
、
介
護
医
療

院
76 .

3
％
で
外
来
患
者

は
1
日
1
3
0
人
で
す
。

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
は
病

院
の
ほ
か
に
健
康
増
進
施

設
（
温
泉
、
温
泉
プ
ー

ル
）
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
機
能
を
有
し
た
施
設
で

す
。
平
成
18
年
よ
り
病
院

の
運
営
を
公
営
社
団
法
人

地
域
医
療
振
興
会
へ
移
行

（
指
定
管
理
）
し
て
い
ま

す
。
令
和
6
年
度
の
病
院

へ
の
繰
出
し
は
当
町
と
同

程
度
で
あ
り
ま
し
た
。
医

師
を
含
む
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
や
運
営
は
全
て
地

域
医
療
振
興
会
が
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域
医
療
振
興

会
は
過
疎
地
や
離
島
を
中

心
に
84
施
設
の
運
営
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

西
川
町
立
病
院
を
維
持

す
る
た
め
の
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
指
定
管
理
制
度

の
導
入
も
検
討
事
項
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

 

弥
彦
村

■
伊
彌
彦
ブ
ラ
ン
ド

●
伊
彌
彦
米

　

新
潟
県
弥
彦
村
で
作
ら

れ
て
い
る
特
別
栽
培
米
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
米

で
す
。
農
薬
や
化
学
肥
料

の
使
用
を
５０
％
以
上
減
ら

し
て
栽
培
、
強
い
旨
み
と

粘
り
が
特
徴
。
小
学
生
の

投
票
で
、
平
成
２８
年
４
月

ブ
ラ
ン
ド
名
を
決
定
し
、

新
潟
県
特
別
栽
培
米
認
証

を
受
け
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
で

弥
彦
村
長
が
名
称
の
使
用

を
許
可
し
た
も
の
を
、「
神

の
米
」と
し
て
販
売
促
進
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

●
伊
彌
彦
え
だ
ま
め

　

５０
年
以
上
の
歴
史
が
あ

る
極
早
生「
弥
彦
む
す
め
」

と
、７
月
以
降
の
品
種「
茶

豆
」を
再
構
築
し
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
り
、令
和
３
年

度
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
化
し
ま

し
た
。枝
豆
は
規
格
外
が

多
く
、イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

販
売
促
進
を
図
る
た
め
に

も
ブ
ラ
ン
ド
化
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
行
わ
れ
た
。

地
域
と
一
緒
の
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ

総
務
厚
生
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
合
同
行
政
視
察
研
修
報
告

出
雲
崎
町

▲湯沢町での視察の様子
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自
然
豊
か
な
西
川
町
の
色
合
い

が
出
る
紅
葉
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
夏
の
猛
暑
で
水
不
足
と
な
り
、

米
の
生
産
を
は
じ
め
と
し
て
農
作

物
に
は
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。
実
り
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
が

熊
の
出
没
情
報
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

収
穫
の
際
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

広
報
公
聴
常
任
委
員
会
で
は
全

国
の
広
報
研
修
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い

た
だ
け
る
広
報
紙
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

       �

（
大
泉　

奈
美
）

わたしたちわたしたちののすっだいこと!すっだいこと!
ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

　

お
れ
ん
じ
ル
ー
ム
は
学
校
に
行
き
た
い
け
れ

ど
行
け
な
い
、
学
校
に
行
き
た
く
な
い
、
そ

ん
な
子
を
持
つ
親
の
た
め
の
会
で
す
。
月
に

一
度
の
集
ま
り
で
は
、
こ
ん
な
と
き
ど
う
し

て
る
？
こ
れ
っ
て
大
丈
夫
か
な
？
そ
ん
な
悩

み
や
不
安
を
話
し
て
、
ほ
っ
と
一
息
つ
く
こ

と
が
で
き
る
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
親
が

笑
顔
で
い
る
こ
と
が
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
の

安
心
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
県
内
各
地
の
親
の
会
と
の
連
携
も

あ
り
、
情
報
の
共
有
や
勉
強
会
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

秋
に
は
通
信
制
高
校
を
中
心
と
し
た
進

路
の
情
報
交
換
会
を
行
い
、
実
際
に
経
験

し
た
方
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
学
校
の
資

料
を
共
有
し
た
り
し
て
、
参
加
者
の
気
持

ち
に
寄
り
添
っ
た
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
か

　

令
和
５
年
度
に
は
二
つ
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
一
つ
は
文
科
省
の
担
当
者
を
お

招
き
し
て
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」
に
つい
て

ま
ち
づ
く
り
団
体
活
動
補
助
金

交
付
団
体
紹
介

お
れ
ん
じ
ル
ー
ム

代
表　

大
泉
奈
緒
子
さ
ん
（
海
味
）

　

西
川
小
学
校
５
年
生
28
人
が
慣
れ
な

い
稲
刈
り
鎌
を
使
っ
て
、
黄
金
色
に
成

長
し
た
学
校
田
の
稲
刈
り
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

先
日
の
大
雨
で
水
も
あ
る
中
、
泥
ん

こ
に
な
り
な
が
ら
、
刈
り
取
り
・
結

束
・
杭
掛
け
作
業
を
全
員
で
協
力
し
な

が
ら
収
穫
祭
で
美
味
し
い
ご
飯
を
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
た
。

表
紙

　
　か
ら

▲講演会の様子

お
話
し
し
て
頂
き
ま
し
た
。
学
校
に
行
け
な

く
て
も
誰
で
も
学
び
の
保
障
が
受
け
ら
れ
る
と

い
う
も
の
で
（
教
育
機
会
確
保
法
）、
町
内
外

か
ら
約
80
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
山
形
県
立
保
健
医
療
大
学
の

安
保
教
授
に
よ
る
「
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
応
え

る
た
め
の
受
け
止
め
方
と
つ
な
が
り
の
工
夫
」

に
つい
て
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
会
後
に
は
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
い
、
そ
こ
か
ら
新
し
い

繋
が
り
が
出
来
ま
し
た
。　

　

学
校
に
行
け
な
い
こ
と
を
否
定
す
る
の
で
は

な
く
、
受
け
入
れ
て
見
守
っ
て
い
く
た
め
に

は
「
知
る
こ
と
」
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
す
っ
だ
い
補
助
金
の
お
か
げ
で

す
の
で
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

継
続
し
て
頂
き
た
い
で
す
。

議
会
だ
よ
り
は
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か

　

議
会
の
内
容
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
毎
号
必
ず
読
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。


